
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
を

�

終
え
て

　
美
鈴
が
丘
中
学
校　
校
長

�

松
山　
信
治

平
成
30
年
度
ふ
れ
あ
い

音
楽
会
が
、
11
月
10
日

（
土
）多
数
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
美
鈴
が

丘
高
等
学
校
講
堂
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
美
鈴
が
丘
中
学
校
区

ふ
れ
あ
い
活
動
の
一
環
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ふ
れ

あ
い
音
楽
会
は
、
本
年
度

で
24
回
目
を
数
え
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

本
年
度
も
4
団
体
よ
り

8
つ
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
サ
ム
エ
ル
美
鈴
が
丘

こ
ど
も
の
園
か
ら
は
、
ち

び
っ
子
の
元
気
な
歌
声
と

ピ
ア
ノ
と
マ
ン
ド
リ
ン
の

伴
奏
に
よ
る
美
し
い
コ
ー

ラ
ス
部
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
美
鈴
が
丘
小
学
校

か
ら
は
、
4
年
生
ゆ
か
い

な
仲
間
た
ち
が
、
り
ん
り

ん
コ
ン
サ
ー
ト
を
控
え
た

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

素
晴
ら
し
い
合
唱
を
届
け

て
く
れ
ま
し
た
。
美
鈴
が

丘
中
学
校
か
ら
は
、
2
年

生
全
員
に
よ
る
学
年
合
唱

と
吹
奏
楽
部
に
よ
る
秋
を

テ
ー
マ
に
し
た
メ
ド
レ
ー

演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
美

鈴
が
丘
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
の
迫
力
あ
る
音
色
と
ア

レ
ン
ジ
の
効
い
た
演
奏

に
心
弾
み
ま
し
た
。
ま

た
、
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

合
唱
は
、
夜
遅
く
ま
で
練

習
を
さ
れ
た
成
果
が
発
揮

さ
れ
、
ス
テ
キ
な
歌
声
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
の「
美
鈴
が

丘
の
歌
」の
全
員
合
唱
で

は
、
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
伴
奏
に
中
学
校
吹
奏
楽

部
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
中
高
生
が
並
ん
で
演

奏
す
る
姿
に
思
わ
ず
目
頭

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
に

準
備
か
ら
か
か
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
当
日
の

会
場
づ
く
り
や
ス
テ
ー
ジ

の
裏
方
で
か
か
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て

出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

閉
会
式
の
後
、
小
中
高

校
長
の
間
で
は
、「
中
高

吹
奏
楽
部
の
伴
奏
に
合
わ

せ
て
小
学
生
・
中
学
生
が

『
美
鈴
が
丘
の
歌
』を
合

唱
で
き
た
ら
ス
テ
キ
で
す

ね
。」と
話
題
は
既
に
次

年
度
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
会

の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。美

鈴
が
丘
に
お
い
て
、

ふ
れ
あ
い
音
楽
会
は
、
と

ん
ど
、
夏
ま
つ
り
、
敬
老

会
、
町
民
大
運
動
会
に
続

く
行
事
と
し
て
地
域
の
皆

様
に
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
地
域
諸
団
体

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
ふ
れ
あ

い
音
楽
会
が
ま
す
ま
す
地

域
で
発
展
し
、
地
域
の
絆

を
深
め
る
機
会
と
な
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

美鈴が丘高校吹奏楽部

美鈴が丘小学校４年生ゆかいな仲間たち

美鈴が丘中学校吹奏楽部

サムエル美鈴が丘こどもの園コーラス部

美鈴が丘中学校２年生

サムエル美鈴が丘こどもの園

美鈴が丘小学校・中学校PTAコーラス

第
24
回
美
鈴
が
丘
地
区 

ふ
れ
あ
い
音
楽
会

美
鈴
が
丘
高
等
学
校
講
堂 

11
月
10
日（
土
）

主
催
　�

美
鈴
が
丘
中
学
校
区�

　
ふ
れ
あ
い
活
動
推
進
協
議
会

後
援
　
美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

広 報 み す ず 平成30（2018）年12月号⑴

2018
12

第458号� 美鈴が丘まちづくり協議会

★組長・班長さんにお願い！一軒ずつ戸別配布してください！



◆
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

11
／
18

◆
お
達
者
ク
ラ
ブ

　
文
化
講
座�

11
／
９

　
～
広
島
の
映
画
事
情
～

八
丁
座
・
サ
ロ
ン
シ
ネ

マ
館
主　
蔵
本
順
子
さ
ん

が
広
島
の
映
画
事
情
を
熱

く
語
っ
た
。
父
か
ら
受
け

継
い
だ
経
営
は
シ
ネ
コ
ン

の
台
頭
に
よ
る
観
客
動
員

の
減
少
で
苦
労
も
あ
っ
た

が
、
広
島
の
街
を
元
気
に

し
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
現
在
に
至
る
。
映
画
は

楽
し
む
も
の
、
ア
ー
ト
系

や
話
題
作
を
含
め
幅
広
い

◆
防
災
講
演
会�

11
／
17

〝
避
難
情
報
を
避
難
行

動
に
結
び
つ
け
る
〟こ
と

を
テ
ー
マ
に｢

３
・
11
東

日
本
大
震
災｣

の
ビ
デ
オ

を
検
証
し
な
が
ら
避
難
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
ん
な
で

考
え
る
。
講
師
は
佐
伯
区

地
域
起
こ
し
推
進
課
の
松

本
主
査
。
ビ
デ
オ
を
見
て

同
じ
よ
う
な
大
災
害
が
広

島
で
起
こ
っ
た
ら
自
分
に

は
何
が
出
来
る
か
、
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
ど
う

し
た
ら
良
い
か
想
像
力
を

働
か
せ
る
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
で
大
型
台
風
も
頻

繁
に
襲
っ
て
来
る
。
非
常

持
ち
出
し
袋
に
は
常
備
薬

･

携
帯
充
電
器･

ト
イ
レ
用

品
な
ど
を
用
意
。
大
災
害

発
生
時
で
は
行
政
は
す
ぐ

に
は
動
け
な
い
。
近
隣
の

人
々
の
協
力
で
助
け
ら
れ

た
人
命
が
圧
倒
的
に
多

◆
美
鈴
が
丘
駐
在
所
講
話

　
西
サ
ロ
ン�

10
／
１

交
通
事
故
は
秋
か
ら
増

え
る
傾
向
が
あ
る
。
先
日
、

団
地
内
で
６
年
ぶ
り
に
痛

ま
し
い
死
亡
事
故
が
発
生
。

高
齢
者
は
判
断
力
が
次
第

に
弱
く
な
る
。
慣
れ
た
道
で

の
思
い
込
み
は
事
故
の
基
。

６
種
類
の
詐
欺
の
中
で
架

空
請
求
詐
欺（
ハ
ガ
キ
）が

最
多
。
信
じ
込
む
と
警
察

官
が
警
告
し
て
も
借
金
ま

で
し
て
振
り
込
む
。
被
害
者

は
全
員
高
齢
女
性
。
防
犯

機
能
付
き
の
電
話
が
効
果

的
。
実
際
の
詐
欺
犯
と
の
会

話
を
録
音
で
再
現
し
た
が

金
融
機
関
窓
口
に
行
か
さ

ず
巧
み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し

て
騙
す
の
で
必
ず
相
談
を
。

終
わ
り
に
警
官
が
着
用
の

珍
し
い
装
備
品
を
紹
介･

披

露
し
て
頂
い
た
。�

（
永
瀬
）

◆�〝
地
域
の
中
で
の

　
居
場
所
作
り
〟講
演
会

�

10
／
31

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
食
べ
て

語
ろ
う
会
」理
事
長�

中

本
忠ち
か

子こ

氏
を
講
師
に
お

招
き
し
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
民
児
協
が
共
催

で〝
小
さ
な
気
づ
き
と
思

い
か
ら
始
ま
る
こ
と
〟と

題
し
て
保
護
司
と
し
て
自

ら
の
40
年
間
に
わ
た
る
体

験
に
基
づ
い
た
講
演
会
を

開
催
。
シ
ン
ナ
ー
依
存
の

少
年
は
空
腹
を
紛
ら
わ
す

為
に
吸
う
。
非
行
の
原
因

の
第
一
は
空
腹
に
あ
る
事

を
知
り
自
宅
を
開
放
し
食

事
の
提
供
を
始
め
た
。
此

処
に
辿
り
着
い
た
子
に
根

掘
り
葉
掘
り
聞
く
と
嫌

が
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

難
し
い
。
人
間
関
係
が
出

来
て
か
ら
上
か
ら
目
線
で

な
く
内
面
の
悩
み
を
丁
寧

に
聞
き
共
感
し
て
寄
り
添

う
。「
ば
っ
ち
ゃ
ん
」に
出

会
っ
て
今
か
ら
の
人
生
を

自
分
の
力
で
変
え
よ
う
と

前
を
向
い
て
歩
む
。
一
人

の
子
ど
も
を
更
生
さ
せ
る

の
は
並
大
抵
の
事
で
な
く
、

い
。
ご
近
所
で
の
普
段
の

ア
イ
サ
ツ
を
通
し
て
お
互

い
に
顔
の
見
え
る
間
柄
に

な
っ
て
い
る
と
、
い
ざ
と

云
う
時
に
助
け
合
え
る
。

い
つ
も
の
ア
イ
サ
ツ
が
防

災
に
な
る
。
60
人
参
加
。

防
災
部
主
催
。�

（
永
瀬
）

保
護
司
の
領
域
を
越
え
て

そ
の
子
の
将
来
を
考
え
も

が
き
苦
し
ん
だ
。〝
机
上
の

空
論
〟で
な
く
実
体
験
し

て
自
ら
の
奥
行
き
を
深
め

ら
れ
真
の
勉
強
に
な
り
長

く
続
け
ら
れ
る
源
に
な
っ

て
い
る
。
約
50
人
参
加
。

ジ
ャ
ン
ル
を
上
映
。
特
に

「
広
島
」を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
は
積
極
的
に
上
映

し
、
企
画
を
練
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
る
。
よ
い
映
画

は
時
代
を
反
映
し
、
人
を

動
か
す
力
が
あ
る
。
映
画

か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
学

ぶ
こ
と
も
多
く
、
日
々
が

楽
し
く
豊
か
に
な
る
。
45

名
の
参
加
者
は
懐
か
し
い

映
画
の
話
を
聴
い
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
。

★
11
～
12
月
の
お
す
す
め

恋
の
し
ず
く
、
プ
ー
と

大
人
に
な
っ
た
僕
、
タ
イ

タ
ニ
ッ
ク�

（
金
子
）

清
掃
並
び
防
災
訓
練
が

町
内
一
斉
に
行
わ
れ
た
。

緑
二
丁
目
町
内
会
で
は
公

園
の
清
掃
後
恒
例
と
な
っ

た
カ
マ
ド
ベ
ン
チ
を
使
っ

た
炊
き
出
し
訓
練
の
豚
汁

と
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ

れ
た
。
有
事
の
際
に
誰
で

も
炊
き
出
し
が
で
き
る
よ

う
に
と
今
年
か
ら
三
つ
の

組
の
組
長
を
中
心
に
輪
番

制
で
行
な
っ
て
い
る
。
前

日
の
仕
込
み
か
ら
当
日
の

配
膳
ま
で
、
日
頃
経
験
す

る
事
も
な
い
量
の
多
さ
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
無
事
終

了
。
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
も
あ
り
、
綺
麗

に
な
っ
た
公
園
で
温
か
い

豚
汁
を
味
わ
っ
た
。（
森
ｊ
） 集合して注意を聞く

「ばっちゃん」の愛称で慕われている

八丁座はシネコンに負けず！

大雨は美高へ大地震は美小へ避難

平成31年１月13日㈰
� （1月14日予備日）
美鈴小学校グラウンド

第40回 とんどまつり

10：00～12：30
もちつき大会

12：30～15：00
とんど焼き

広 報 み す ず平成30（2018）年12月号 ⑵

★
日
中
・
夜
間
を
問
わ
ず
長
時
間
の
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
★
公
園
等
で
の
犬
の
フ
ン
の
放
置
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
が
持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。



◆�

ド
イ
ツ
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来
ま
し
た

◆
り
ん
り
ん
コ
ン
サ
ー
ト

　
美
鈴
が
丘
小
学
校�

11
／
17

各
学
年
が
こ
れ
ま
で
に

練
習
し
て
き
た
合
奏
や
合

唱
な
ど
の
成
果
を
披
露
し

た
。
音
楽
物
語
で
発
表
し

た
り
手
拍
子
に
あ
わ
せ
斉

唱
し
た
り
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
観
客
を
魅
了
し

た
。
ま
た
、
合
奏
で
は

リ
ズ
ム
感
あ
る『
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
』で
観
客
を
沸
か
せ
た

り
、迫
力
あ
る『
レ
イ
ダ
ー

ス
マ
ー
チ
』で
イ
ン
デ
ィ

ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
冒
険
の
世

界
を
彷
彿
さ
せ
た
。
全
児

童
合
唱『
ふ
ね
で
い
こ
う
』

で
は
、
先
生
方
が
合
奏
。

◆�

シ
ュ
ネ
ッ
ケ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

�

公
民
館　
11
／
4

田
中
由
加
さ
ん
、
小
林

真
理
さ
ん
、
伊
藤
加
恵
さ

ん
に
よ
る
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
た
。
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
の
魅
力
あ
る
低
音
と

美
し
い
ピ
ア
ノ
の
音
色
に

70
名
以
上
の
観
客
が
酔
い

し
れ
た
。
曲
目
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
映
画
音
楽
、

唱
歌
メ
ド
レ
ー
ま
で
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
が
演
奏
さ

れ
、
唱
歌
で
は
歌
を
口
づ

さ
ん
で
楽
し
む
姿
も
見
ら

れ
た
。�

（
藤
井
）

◆
東
街
区
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

�

子
ど
も
育
成
部

未
就
学
児
か
ら
6
年
生

ま
で
42
人
が
ボ
ー
リ
ン
グ

を
楽
し
ん
だ
。
全
レ
ー
ン

で
ガ
ー
タ
ー
を
防
止
す
る

枠
を
セ
ッ
ト
し
、
全
員
が

点
数
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
参
加
者

は
ピ
ン
が
倒
れ
る
度
に
自

慢
顔
で
戻
っ
て
き
た
り
、

失
敗
顔
で
残
念
が
る
表
情

を
見
せ
2
時
間
2
ゲ
ー
ム

競
技
を
楽
し
ん
だ
。（
山
本
）

◆�

美
鈴
が
丘
中
学
校�

10
／
20

　
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
・

　
合
唱
祭
・
文
化
祭

合
唱
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
１
年
生
全
員
に
よ
る

合
唱（
曲
名
・
行
き
先
）

で
始
ま
っ
た
。続
く
１・２・

３
年
生
の
ク
ラ
ス
別
合
唱

で
は
練
習
で
培
っ
た
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
深
み

の
あ
る
爽
や
か
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
届
け
て
く
れ
た
。

午
後
か
ら
の
吹
奏
楽
部

の
演
奏
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ

ド
レ
ー
や
馴
染
の
深
い
名

曲
の
数
々
が
体
育
館
に
響

き
渡
り
、
曲
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
が
起
こ
り
演
奏
と

一
体
に
な
っ
た
。
文
化
祭

会
場
で
は
、
夏
休
み
の
自

由
研
究
、
書
道
作
品
、
各

部
活
の
活
動
成
果
が
展
示

発
表
さ
れ
、
そ
の
豊
か
な

感
性
と
創
造
性
に
目
を
ひ

か
れ
た
。

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ（
バ

ザ
ー
）で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協

力
の
元
お
楽
し
み
の
焼
き

そ
ば
、
う
ど
ん
、
む
す
び
、

調
理
パ
ン
等
販
売
さ
れ
、

秋
の
一
日
大
い
に
満
足
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。�（
松
川
）

9
月
か
ら
サ
ム
エ
ル
美

鈴
が
丘
こ
ど
も
の
園
に
ド

イ
ツ
か
ら
二
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
来
て
い
ま
す
。

あ
さ
ひ
さ
ん（
20
歳
）と

ジ
ー
ナ
さ
ん（
20
歳
）。

10
月
か
ら
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
美
鈴
が
丘
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
に
来
た

目
的
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
日
本
の
文
化
や

社
会
を
学
ぶ
為
」で
す
。

あ
さ
ひ
さ
ん
は
幼
い
頃
日

本
に
住
ん
で
い
て
、
ジ
ー

ナ
さ
ん
は
高
校
生
の
時
に

日
本
語
を
勉
強
さ
れ
た
の

で
、
二
人
と
も
簡
単
な
日

常
会
話
は
大
丈
夫
で
す
。

見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｉ
Ｇ
Ｌ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
向
）

子
ど
も
達
も
大
喜
び
で
楽

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ

た
。
下
校
は
集
団
下
校
。

先
生
・
地
域
の
方
・
保
護

者
に
見
守
ら
れ
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
下
校
し
た
。

�

（
藤
井
）

世界地図でドイツの場所を説明中

りんりん下校皆で集団下校

2年生合唱“時の旅人”

幅広いレパートリーに酔いしれた

りんりんコンサート全員でYMCA

バザーの賑わい

◦�日産のゴーン会長の突然の解任劇。今後の展開が気になります。最終的にはフランスと日本の問題になるかも？世界の出来事
日本の出来事

◆�

美
鈴
が
丘
ジ
ュ
ニ
ア�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
Ａ
・
Ｂ
）が
大
活
躍

第
30
回
伴
少
年
親
善
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
9
／
16

に
開
催
。Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
。

第
40
回
少
年
少
女
球
技

大
会
が
9
／
22
に
開
催
。

5
年
生
以
下
で
編
成
し
た

Ｋ
チ
ー
ム
が
6
年
生
チ
ー

ム
を
抑
え
優
勝
し
た
。

第
26
回
シ
ー
サ
イ
ド
杯

が
9
／
23
に
開
催
。
Ａ

チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

激戦を勝ち抜き優勝接戦を制して優勝 6年生を抑えて優勝

広 報 み す ず 平成30（2018）年12月号⑶

★
日
中
・
夜
間
を
問
わ
ず
長
時
間
の
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
★
公
園
等
で
の
犬
の
フ
ン
の
放
置
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
が
持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。



美
鈴
が
丘
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
‼

◎
今
月
の
一
句

電
飾
の
這
い
登
り
た
る

�

裸
木
よ

�

紀
子

き
さ
ら
ぎ
句
会

西
暦
２
０
１
９

年
度
版
の
カ
レ
ン

ダ
ー（
５
月
に
年

号
が
変
わ
る
為
西

暦
表
示
し
て
い
ま

す
）を
販
売
致
し

た
。
１
部
500
円
で
す
。
サ

ン
プ
ル
を
公
民
館
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

■
お
知
ら
せ
・
催
し

12
／
８
㈯
　
防
犯
研
修
会

�

学
区
防
犯
組
合

12
／
９
㈰
　
遊
・
遊

�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

12
／
12
㈬
　
土
砂
災
害

�

再
説
明
会

12
／
16
㈰
　
第
30
回

�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

１
／
９
㈬
　
新
年
お
茶
会

�

い
こ
い
の
部
屋

１
／
13
㈰

�

第
40
回
と
ん
ど
祭
り

1�

遊
・
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・

　
三
世
代
交
流
事
業�

（
ま
ち
協
会
長
）

　
10
／
7
か
ら
12
／
9
に
変
更
に
な
り

内
容
変
更
が
あ
っ
た
の
で
再
度
チ
ラ
シ

を
作
成
し
全
戸
配
布
す
る
。
郵
便
局
長

会
の
協
力
事
業
で
あ
り
一
定
参
加
人
員

を
確
保
し
た
く
、
各
町
内
会
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

2
土
砂
崩
落
対
策
行
政
説
明
会

�
（
防
災
部
長
）

　
南
街
区
住
民
か
ら
再
度
説
明
会
の
要

請
が
あ
り
、
12
／
12（
水
）18
時
か
ら

公
民
館
で
実
施
予
定
。

3
公
民
館
ま
つ
り�

（
ま
ち
協
会
長
）

　
11
／
24（
土
）、
25（
日
）の
両
日
開

催
さ
れ
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
各
部
、

各
団
体
が
ど
の
様
な
活
動
を
し
て
い
る

か
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
。

4�

日
赤
会
員
募
集
功
労
者
表
彰
に
つ
い

て�

（
ま
ち
協
会
長
）

　
佐
伯
区
役
所
生
活
課
か
ら
連
絡
が
あ

り
東
４
武
村
会
長
、
西
２
結
城
会
長
、

西
４
刎
本
会
長
が
銀
色
功
労
賞
の
受
賞

が
決
定
と
の
連
絡
を
受
け
た
。

5
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
状
況
報
告

�

（
広
報
部
長
）

　
12
／
1
完
成
予
定
。
年
号
の
変
更
及

び
天
皇
即
位
に
従
っ
て
4
／
30
及
び
5

／
1
を
休
日
と
す
る
案
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
11
／
15
迄
閣
議
決
定
さ
れ
な
い

場
合
は
日
に
ち
表
示
が
黒
字
の
ま
ま
で

印
刷
さ
れ
る
。

6
子
ど
も
育
成
部�

（
育
成
部
会
長
）

　
先
日
部
会
を
開
催
し
た
場
で「
子
ど

も
の
所
在
確
認
が
出
来
な
い
の
で
活

動
に
弊
害
が
出
て
い
る
」と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
ま
ち
協
は
把
握
し
て
い
る
の

か
？

（
回
答
）各
町
内
会
に
掌
握
状
況
を
確

認
し
た
が
様
々
で
あ
っ
た
。
各
町
内

会
の
把
握
状
況
に
差
異
が
あ
る
の

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
各
事
業
計
画
者

が
状
況
を
把
握
し
て
対
処
し
て
頂
く

の
が
ベ
ス
ト
。�

（
ま
ち
協
会
長
）

7
地
域
安
全
推
進
協
議
会
か
ら

�

（
地
域
安
全
推
進
協
議
会
会
長
）

　
南
街
区
で
の
死
亡
事
故
現
場
へ
の
対

応
と
し
て
早
急
に
道
路
に
斜
線
が
引
か

れ
た
。
ま
た
最
近
西
区
田
方
方
面
に
向

か
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
の
下
り
車

線
の
最
初
の
カ
ー
ブ
で
車
両
が
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
突
き
破
り
道
路
下
迄
落
下
し

た
。
減
速
な
ど
安
全
運
転
に
心
掛
け
て

頂
き
た
い
。

8
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
の
質
問
へ
の
回
答

�

（
カ
レ
ン
ダ
ー
担
当
）

　
①�

収
益
が
出
た
場
合
は
り
ん
り
ん
タ

ク
シ
ー
運
営
費
用
に
充
当
す
る
。

　
②�

販
売
方
法
に
関
し
て
は
広
報
み
す

ず
及
び
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
に
Ｐ

Ｒ
す
る
。
部
数
は
増
刷
な
し
で
完

売
で
終
了
と
す
る
。
注
文
の
集
計

な
ど
は
各
町
内
会
長
に
お
願
い
す

る
。

まちづくり協議会11月定例役員会報告（11/4）

■
お
知
ら
せ
・
表
彰

★�

日
赤
会
員
募
集

　
功
労
者
表
彰

◦
武
村
町
内
会
長�

（
東
４
）

◦
結
城
町
内
会
長�

（
西
２
）

◦
刎
本
町
内
会
長�

（
西
４
）

ま
す
。
美
鈴
が
丘
の
季
節

の
風
景
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

（
と
ん
ど
・
夏
祭
り
・
敬

老
会
等
）の
写
真
を
使
っ

て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け

計
画
や
行
動
予
定
を
書
き

易
く
す
る
為
余
白
を
沢
山

取
り
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し

広報みすず創刊号が手に入りました
先日ある住民の方に〝広報みすず創刊号〟を送って

頂きました。その方は１号から現在まですべて保管
されているそうで大変驚きました。時代は昭和55年。
驚く事に表題の新聞名は
“広報みすず”ではなく“題
字募集”と大きく表現され
ていて紙名が決まっていな
かった時点での発行だった
ようです。２号紙からは“広
報みすず”が採用されてい
ます。また募集されてい
た「美鈴が丘の歌」の歌詞
と共に当選者が紹介されて
いました。あれから39年、
現在458号です。 題字募集の文字が…

お
く
や
み

9
／
25�

大
江 

昭
秀
様（
78
）南
四

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

広 報 み す ず平成30（2018）年12月号

編
集

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
広
報
部

発
行

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

発
行
日

平
成
30（
２
０
１
８
）年
12
月
７
日

第 458号

⑷
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